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平成２７年度第５回協働事業評価会 

平成２７年１０月１６日（金）午後２時００分 

本庁舎６階 第３委員会室 

 

出席者：久塚委員、宇都木委員、関口委員、衣川委員、竹井委員、渡邊委員、伊藤委員、

井下委員、針谷委員、加賀美委員 

事務局：地域調整課長、小宮山協働推進主査、髙橋主任、勝山主事 

 

久塚会長 では、定足数に達しております。資料について事務局、お願いいたします。 

事務局 資料の確認をいたします。まず次第がありまして、資料１が協働事業評価書で、

①が新宿スポーツ環境推進プロジェクト、②が商店街ホームページ活性化事業となってお

ります。こちらきょうのヒアリングの中でご記入いただきまして、来週２１日までにご提

出をお願いいたします。 

資料２は、１年目の評価にあたっての主な着眼点となっております。このような着眼点

で本日ご質問いただければと思っております。 

資料３は、評価スケジュールの最新版となっております。 

資料４が、評価会の委員名簿となっております。 

資料５は、１２月分までの全体の会議の予定表になっております。 

資料の確認は以上ですが、このほかに事前配付といたしまして、１０月７日付で二つの

団体の協働事業提案書、自己点検シート、相互検証シートなどの資料を郵送させていただ

きました。お持ちでない方はいらっしゃいますか。大丈夫でしょうか。 

資料の確認は、以上になります。 

久塚会長 きょうの進め方をお願いします。 

事務局 本日は２団体へのヒアリングをしていただきます。進め方ですが、最初に事業

の概要と実施状況などについて実施団体が１０分程度で説明します。何か補足がありまし

たら事業課から説明します。その後、３０分間、委員の皆様から実施団体と事業課に対し

てのヒアリングという形になります。ヒアリングの後に委員の皆さんと事業課と団体の三

者による意見交換の時間を２５分ほどとっています。２団体続けてヒアリングと意見交換

をしていただきまして、４時１５分に終了を予定しております。それから、約１０分の休

憩を挟みまして、委員の皆さんだけで共通認識を持っていただくための話し合いをしてい
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ただいて終了となります。よろしくお願いいたします。 

久塚会長 事務局から説明があったようにヒアリングの時間を４０分とっていますけれ

ども、その後、意見交換ということで、ヒアリングの内訳は１０分程度団体に説明をして

もらいますが、補足があれば事業課からその補足をしてもらいます。ただ、前回もそうだ

ったのですが、ヒアリングと意見交換がまざり合ってしまうような感じになるので、あく

までヒアリングのときはヒアリングで、気持ちの切りではそうしていただきたいと思うの

です。その後、意見交換ということになっておりますので。 

２団体やった後に休憩を挟んで私たち委員だけでの意見交換ということにしております。

よろしいですね。 

では、お願いします。 

 

（一般社団法人地域スポーツ推進クラブ Criacao・生涯学習コミュニティ課担当職員着席） 

 

久塚会長 お忙しいときにありがとうございます。新宿スポーツ環境推進プロジェクト

という事業で、ヒアリングは約３０分間なのですけれども、その後、意見交換みたいなの

を行いたいと思います。もうお聞きかもしれませんが、団体のほうからこの今の進捗状況

を含めて事業についての説明を１０分程度、補足があるということであれば事業課のほう

から補足をしてもらうということで進めますのでよろしくお願いします。 

では、団体のほうからよろしくお願いします。 

事業者 皆さん、こんにちは。 

一般社団法人地域スポーツ推進クラブの代表をしています丸山と申します。本日は貴重

な機会をありがとうございます。今回の新宿スポーツ環境推進プロジェクトという形で新

宿区と一緒に協働事業をやらせていただいたことについて発表のほうをさせていただきた

いなと思っています。 

発表のほうは理事をしています、現場でも責任者を務める土田のほうから発表をさせて

いただきますのでよろしくお願いします。 

事業者 ただいまご紹介にあずかりました一般社団法人地域スポーツ推進クラブ

Criacaoの土田と申します。本日はよろしくお願いいたします。 

まずお手元の資料の確認だけさせていただきたいと思いますので、まず資料に沿ってご

説明させていただきたいと思いますので、順番等も含めてご確認をお願いいたします。 
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まず１枚目に事前確認書というものが皆様のお手元にありますでしょうか。 

続きまして、提出資料としまして、新宿スポーツ環境推進プロジェクトアンケート結果

集計（上半期）という紙もございますでしょうか。 

もう１枚、提出資料としまして、新宿環境推進プロジェクト事業実施状況という数字が

細かく入った、日時、イベント内容、申し込み、当日参加者といった形の資料。 

それに続きまして、協働事業の自己点検シート、それぞれ当方の団体と区事業課、それ

ぞれで出されているものが１部ずつあるかと思います。 

もう一つ、それぞれの相互点検を行った協働事業相互検証シート１年目用という紙もお

手元にございますでしょうか。 

残りは参考資料としまして、各小学校に配りましたチラシなども添付資料としてお手元

にあるかと思います。 

このような形で進めさせていただきます。 

今回新宿スポーツ環境推進プロジェクトという形で私ども、この事業にかかわらせてい

ただいておりますが、まず事業の目的からご説明させていただきたいと思います。事業の

目的としましては、本質的なスポーツ体験の機会を提供することによって、子供たちの持

つ可能性の最大化を目指すという形で目的を定めさせていただきました。２０２０年に東

京オリンピック・パラリンピックの開催が決まりまして、スポーツの機運が高まってきて

いる中で、子供たちに対してスポーツの機会の提供ですとか、今後の可能性の最大化、さ

らに引き伸ばしてあげたいという思いですとか、子供たちの将来の選択肢の一つとして各

種いろいろなスポーツを体験していただこうというふうに考えてこういった目的にさせて

いただきました。 

また、２０１９年にラグビーワールドカップの日本開催も決まりまして、まさに今月の

事業としましては、ラグビーの体験教室という形でも行ってまいりますので、今後このよ

うなスポーツの機会というのも幅広く子供たち、新宿区の皆様にも提供していきたいとい

うふうに考えております。 

そういったことを目的としまして事業の概要ですが、複数のプロフェッショナル、アス

リート・指導者によるスポーツ体験教室の開催及び地域のスポーツ団体等と幅広い連携を

行っていきたいというふうに考えております。 

そういった中で子供たちがアスリートから本質的なスポーツに触れるスポーツの指導の

場ですとか、子供たち一人一人の可能性を引き伸ばしていくように、１年間で約８００名
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の子供たちに今回参加していただきたいというふうに目標を定めさせていただきました。 

今、新宿区の小学校の生徒数が約８，０００人強、この中の１０％の数字に対して目標

を定めて今事業を行っております。主に事業に参加する受益者となるのは小学生・中学生

及びその保護者という形で今事業を行っております。 

では、その行っている事業でアンケート結果の集計を見ながら少しご説明をさせていた

だきたいと思います。現在目標８００名に対しまして上半期の参加人数が３３３名、その

うちの有効回答数として２０２名の方からアンケートをいただきました。実際に１から５

という形で、５段階評価で事業が「楽しかった」「楽しくなかった」という形で評価をいた

だきまして、約７割を超える人たちに今回の事業が楽しかった。また、４も含めますと全

体で９割以上の方に楽しかったというふうに評価をしていただいておりまして、月別に見

ましてもそれぞれ１から５の数字がバラバラというよりは５、４のほうに数字が固まって

おりますので、一定以上の質で実施ができており、そういったところは評価していただい

ているのではないかというふうに考えております。 

また、こういった楽しかった、楽しくなかったという数字だけではなくて実際にきょう

お見せすることができないのですが、一部アンケートのいただいた声の抜粋としましては、

４月から６月の間にサッカーの体験教室という形で行わせていただいたのですが、その中

で一緒にブラインドサッカーの体験教室も行わせていただきました。その中でふだんただ

スポーツという形だけではなくて、一緒に障害者スポーツを体験していただくことで実際

に伝えることの難しさですとか、声を出して相手に伝えることといったようなたくさんの

気づきが今回の参加で得られたというような声もいただきましたし、４月から９月のとこ

ろでは、実際にプロで活躍していたアスリートの指導者の方にも来ていただいてそういっ

た本質な指導を受けることで、今までになかったので本当によかったといった声や、アメ

リカンフットボールを簡単にしたフラッグフットボールという競技があるのですが、それ

も学習指導要領に入っているのですが、なかなか学校で体験する機会もなく、今回参加す

ることでまた新しいスポーツに触れることができたといった、そういった声も非常にいた

だいておりまして、目的に対して本質的な価値というものを今回広めることができたので

はないかというふうに感じており、この事業を行っていることでこういった価値を提供す

ることができて本当によかったなというふうに感じております。 

また、このアンケートの中で、下のほうに今後実施してほしい内容という形で幾つかい

ただいたスポーツを載せているのですが、こちらは今後の実施する協議内容の参考として
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今後参考にしていければいいなというふうに考えております。 

続きまして、事業実施状況という形で、実際に参加していただいた方の数の表があるか

と思います。冒頭に述べさせていただきましたが、今現在今回の事業は目標人数８００名

という形で置かせていただいております。その中で上半期３３３名という形で、実際の目

標を考えると少しビハインドしているような形ではあるのですが、事前の申し込みのとこ

ろの欄、ここの合計は載せていないのですが、実際に４月から９月の間で４３０名の方に

事前に申し込みをいただきました。当日どうしても雨が降ってしまったりですとか、用事

でキャンセルをせざるを得ないですとか、そういった要因で実際には届いてはいないので

すが、この事前申し込みの段階では達成できるような数字をいただいているので、今後下

半期、来年以降に向けてこちらの数字は改善していけるかなというふうに思っております。 

それでは、続きまして自己点検シートのほうに移ります。こちらのほうは事業課と私ら

の Criacaoのほうでそれぞれ自己点検して出したものをこちらのほうに記載させていただ

いたのですが、まずⅠとⅡという形で計画づくり、Ⅱのほうが実際の実施内容という形で

中身のほうの評価というものを分かれて出してあります。私どものほうとしましては、事

業課のほうに大変ご協力いただきまして、自分たちの役割等もそれぞれ分かれてきちんと

行えているというふうに感じております。 

そういった中で計画づくりの中では対等な意見交換ですとか、自主性を尊重して私ども

の意見も非常に取り入れていただいておりまして、良好にここの点は進められたのではな

いかというふうに思っております。 

そういった中で３番のところがお互いに低い数字になってしまってはいるのですが、そ

もそも自立した事業展開の自立という言葉の定義ですとか、そういったところの詰めがあ

いまいになってしまっていましたので、計画段階では少し低い数字というものをつけさせ

ていただいたのですが、今後スケジュールを決める際ですとか、こういったところの役割、

そういったものを明確にしながら自立した事業展開とはそもそもどういったことかという

ところも詰めていければいいなというふうに考えてはおります。 

そういった中で事業の質や効果の向上というところに関しましては、お互いに持てる力

を発揮しながら、常に反省会も含めまして次の事業につながるような取り組みを行ってお

りますので、こちらに関しましては計画段階からそれぞれできていたのではないかという

ふうに感じております。 

Ⅱ番の協働事業の実施というほうのプロセスではどうだったというところに関しまして
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は、ここは事業課のほう、私ども団体のほう、それぞれで対等に自主性を持ってそれぞれ

進めることができていたかというふうに思っております。おおむね事業の目的に対しまし

てはそれぞれ共有をしっかりできていて、子供たちの能力の最大化ということを尊重しな

がらそれぞれ協力して進められていたというふうに感じております。 

最後に協働事業の自己点検シートの相互検証シートのほうに移らせていただきます。今

回双方で話し合いまして、事業の計画づくりといったところでは、協働事業の目的ですと

か、過去の実績、一昨年度、昨年度と単発の事業ではありましたが開催させていただいて

おりましたので、お互いの強みですとかそういった部分をどうやったら生かせるかという

ような役割の認識といったものはしっかりできていたというふうに感じております。 

一方で、今後施設や広報を最大限に利用するに当たっては、少しスケジュールを前広に

設定することでもっと役割分担を明確にしてさらに人数ですとか、子供たちに周知するこ

とで質の向上ですとか集客の部分でももっと改善できる部分があるなというふうには考え

ております。 

実施状況のほうに関しましても、協働事業の目的が明確にそれぞれ共有できております

ので、運営にかかる情報ですとかは毎回終わった後に反省会などを講師の方も含めまして

フィードバックをいただき、次の事業のときにどういった改善を行えるか、そういったこ

とをきちんとお互いに認識できておりますので、集う前にきちんと改善をしていけている

というふうに感じております。 

ただ、実施状況の中で、当日どういったことをそれぞれの役割分担とするかといったと

ころの細分化というものがあいまいになってしまっていましたので、そういったところは

計画段階から落とし込んで、今後展開できるように改善をしていきたいなというふうに思

っております。 

今実施させていただいている事業に関しましては、多くの方から非常に満足していると

いう意見をいただいておりますので、その中でもただ慢心することなく、質の改善という

のは今後も続けていけるというふうに感じておりますので、私ども団体と事業課とさらに

密にコミュニケーションをとって、今後もう１段階レベルを上げたような運営体制もとり

ながら事業の継続を行っていきたいというふうに思っております。 

以上になります。 

久塚会長 事業課のほうから補足はございますか。 

事業課 特にありません。 
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久塚会長 では、委員のほうから質問などがあると思いますので、質問に答えていただ

くという前半部分、その後、お互いにやりとりしていく形になろうかと。では、どなたか

らでも結構ですのでヒアリングを実施しますが。 

では、伊藤さん。 

伊藤委員 質問します。まずこの企画書の前面のところにあります１ページです。当団

体は「自分たちのまちは、自分たちで担い」という新宿区の掲げていることがありますけ

れども、これに対して強化に貢献できるという設定されていますが、その点について具体

的にどんなふうに貢献されたかを簡単でいいですから。 

事業者 新宿力というところですか。 

伊藤委員 はい、自分たちのまちは自分たちで担い、自分たちでつくる、そういう自主

的なものに対して、どんなふうに貢献されたでしょうかということ。 

事業者 そういう意味ではこのイベントはもちろん自分たち自身で開催するというのは

もう当然のことなのですけれども、やっぱり子供たち自身にそれぞれのサッカーもそうで

すし、フラッグフットボールもそうなのですが、自分たちで考えて、そこで行動するとい

うことをすごく大切に伝えていっていて、もちろん前段のあいさつをしっかりするとか、

基本動作みたいなところも大切ですし、プラスアルファでこの新宿区が掲げている自分た

ちで自主性を持って何かに取り組むというようなスタンスをしっかり子供たちに伝えてい

くということをすごく大切に伝えられているかなというふうには感じております。 

伊藤委員 次に８ページのところで波及効果とあるのですが、成果はそれぞれの事業の

開催数、参加者数、満足度調査によって測定すると書いてあるのですが、これを測定する

ことによってどれだけ波及されたとかがどのようにわかったかお話ししてください。何か

はかれないような気がするのだけれども、事業としての成果はわかるのだけれども、波及

効果をそれではかるということが非常に難しいなと思います。 

事業者 おっしゃるとおりだと思っています。 

伊藤委員 では、いいです、それはそれで。それと９月５日、事業しているところを見

させていただきました。それのときに気がついたのは、区の担当課の方が裏方でよく徹し

て水を出したり、ちょっと暑かったのですけれども、いろいろやっていたのは非常によか

ったなと思います。 

裏方に撤するより仕方がないのかなという気がするのですけれども。そういう面では役

割分担がよくできたと思いますが、そこで気づいたことがありまして、だれか１人の女の
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子がけがというか、足を踏まれて捻挫したのかどうかわからないけれども、それのときに

皆さん少し慌てていて、私見ていたのですが、救急箱の中に湿布薬だとかがないような感

じがしたことと、それからやるときにはスポーツトレーナーですとか、例えば看護師さん

が帯同しているのがいいのではないかなというような気がしたので、その点今後取り入れ

てくれたらというのが、気がしました。 

それと、さっきのグラフの参加者数のところで、申込者がたしか４４７あって参加者が

３３３。大体７５％なのですが、大体こんなものでとらえられるのですか、これからも。 

事業者 そうですね、こういうスポーツイベントだと参加率というのは実はもっと低い

のです、５割ぐらいだったりするのですけれども、そういう意味ではすごく事業課さんが

広報を上手にやっていただいて、大分高い数字になっているなという認識ではいます。 

今後に関しても同様のオペレーションでよりしっかりと、個人情報もアンケートをとら

せていただいている方たちもいらっしゃるので、そういう方たちには直接メールでやりと

りさせていただいたりする中で、しっかりと参加率を高めていく充実策はしていきたいな

というふうに考えております。 

伊藤委員 あと最後に一つなのですが、３３３名の方が参加されているのですけれども、

これで終わってはしょうがないわけで、この１年間、２年目、３年目、それからその後に

つなげるような動きはどんな動きを、今途中だから難しいかもしれないけれども考えてい

られるかをお話ししていただければ。 

事業者 ただ、そのあたりに関しては今ウェブページを作成していまして、実際に活動

の報告書をしっかりとウェブ上に上げて、あとはフェイスブックとか今後ツイッターとか

も含めて親御さんとのリレーション構築をしっかりしていく中で、しっかりと情報発信と

いうものをさらに強化していきたいなというふうには考えております。新宿区さんのほう

にもツイッターとかを使って広報していただいたりとかしているので、そういったＩＴの

技術とか使えるものはしっかり使いながら取り組みを強化していきたいなというふうに考

えています。 

伊藤委員 はい、わかりました。 

久塚会長 次に、どなたでも。 

竹井委員 委員の竹井です。事業課のほうに確認なのですけれども、今回アンケートと

いう形で自己点検シートの中で課題が１点上がってきています。それは区と事業者との役

割です。ここについて検討不足等があったということで、プロジェクトが進んでいる上で、
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どこが責任を持つかを多分明確にしていくと思うのですが、今回というのはここをどうい

うふうに進められたかというのと、それを今後お互いに祖語がないように多分共有するも

ので管理していると思うのですが、それをどのようにしていくのかというのを説明してい

ただければと思いますけれども。 

事業課 この役割に関してなのですけれども、あまり思い切り深いところではなく、基

本的な部分で区が実際協働という中で何をすべきなのかというのが、やはり提案から決定

して実際に実施するまでの間にもう少し掘り下げてやってもよかったのかなと。先ほど裏

方の話がありましたけれども、当日の受け付け等に関しても、ではどっちが責任を持って

お金を集金するのか、自転車とかはどこに置かせるように指示を出すのか、そういったも

う一番初歩的なところから責任者という者がうまく明確にできていなかったというところ

が一番の問題と考えております。 

実際今これ６回やってみて大きな事故にはつながっていないのですけれども、参加者の

傾向から見ても１年生から３年生までの低学年がかなりの人数を占めている中で、いつ事

故が起きてもおかしくないという状況ですので、そういったところを考えるともう少し事

業者側、うちの区のほうとしてもはっきりと責任の所在等を明確にしたほうがいいのでは

ないかということで、今回評価としては低目になってしまったという経緯がございます。 

竹井委員 今のそのお話の中でもあったのですが、何かものが起こっていろいろ検討し

ていくという形、それ自体がこれに戻っていくという形だと思います。 

もう１個、それに多分関連したところだと思うのですけれども、今回の対象者なのです

が、参加者を一覧でまとめている紙なのですけれども、ほぼほぼ達成はしていっているの

かなと思う中で、４月１１日から見ていくと高学年の４年から６年に関して比較的少ない

参加者が見られています。１年生から３年生に関してもやっぱり４月は少ないのですが、

だんだん上がってきているという傾向に対して４月、４年から６年は最後まで上がってい

ないという中で、この結果を踏まえた上でどういうふうな対策というのをとっていってい

るのかというのがもしあれば聞かせていただきたいのと、やっぱりこの層というのもふや

していかなければいけないのかなと考えている中で、これからどういうふうにここをふや

していくのか、その施策を双方考えていることがあればお聞かせ願いたいと思います。 

事業者 今回４年生から６年生という層に関しましては、親御さん等にもアンケートを

とっている中では今後塾ですとか、それからやっぱりスポーツをやられていて、もうやる

競技が決まっているので体験というところはもういいというふうに考えている方もいらっ
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しゃれば、いや、実はそうではなくて小学生のうちは幅広くスポーツをやらせていきたい。

例えば野球、今回ことしの夏に甲子園で活躍された選手は、小学生のときとかにいろいろ

なスポーツをやってきた中で、たまたま野球を選んだけれども、小さいころにやっていた

スポーツの体験が非常に役に立ったというお話も出ていました。 

そういった中でやはり小学生のうちはアプローチできる部分というのはたくさんありま

すし、例えばサッカーを、私どもサッカーをよくやっていたのでサッカーを例に挙げさせ

ていただきますが、サッカーをやっている中で一つ頭を使ってヘディングをするというよ

うな部分があるのですが、それを鍛えるために実は野球の外野フライの練習をすると落下

地点に入れて、たくさんヘディングする練習をするよりもそっちのほうが実はヘディング

がうまくなったりするというような練習効果もあるので、今後そういったスポーツを一つ

突き詰めることも大切ですけれども、新しい考え方とかそういったものを広く発信してい

けるような体制をとりたいというふうに考えていますので、先ほど丸山のほうからもあり

ましたが、一つはウェブの拡散方法。 

もう一つは、スポーツ少年団ですとか、今回広報をすべて事業課のほうに小学校のほう

に配るという形でお願いしていたのですが、広報の仕方を実際のスポーツ少年団ですとか

そういったところにもアプローチして、もう少し幅広く周知していけるような体制をとっ

ていきたいというふうに考えております。 

事業課 行政のほうとしましてはこの４月１１日、新学期始まってすぐの土曜日にこの

実施をするということが、会場の都合上どうしてもここになってしまったのですけれども、

実際の反省としてはこの新学期直後、１年生入学式が終わって１週間足らずのところで、

土・日にこういう遊びで体力を使うということが本当にいいのだろうかということが今回

反省として出ております。 

来年度に向けて４月サッカークリニック、今こちらの Criacaoのほうからも話がありま

したけれども、高学年に対しては新学期始まってもすぐでも動けなくはないと思うのです

が、ではサッカーを今から始めてみたいと思う子がどれぐらい、低学年に対して高学年ど

れぐらい比率がいるのかというのはあるかとは思います。４月、５月、小学校、区内です

と春の運動会を控えているところも多数あるかと思いますので、逆に４月の行事の打ち方

に関しては、来年度以降もっと小学生が新学期、新しい生活が始まってすぐでもできそう

なもの、親子でも一緒に何かをすると。春の運動会へ向けてとか、そういったところでも

う少し興味を引くようなイベント内容にしていくことが、今後スポーツ実施に対して興味
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を示してくれるのではないのかなということでは考えております。 

ですので、あと周知の仕方も前回、４月からのチラシを載せているのですけれども、最

初の４月に関しては単発、４月のみの募集ということで打ち出させていただいていたので

すが、それもこの会場である新宿スポーツセンター付近の小学校のみしか実際配布はその

ときしておりませんでしたので、そういったところもこの集客が少なかったというところ

での反省としてこちらでは考えておりますので、この伸びてきたところも７月からはもう

一斉に区内全小学校に対して全員に配ってくださいということで広報の仕方も変えてござ

いますので、４月、５月と少し少ない人数ではありましたけれども、７月以降の人数がふ

えているところへは、そこで４月の反省を踏まえて改善していっている点ではございます

ので、来年度ももう少しアプローチの仕方は随時考えていきたいと思っております。 

久塚会長 ほかにございますか。はい、宇都木さん。 

宇都木委員 一生懸命やられているというのはよくわかりました。だけど、これは子供

全体、子供にスポーツを広げていくというか、体験させていくということから言って、こ

の参加者人数というのは、新宿区の子供の数と参加者人数というのとの関係からいうとこ

れぐらいだとすれば、まあ、一定の条件は満たしているのかなというふうに評価するのか、

それともまだ足りないと思っているのか、やろうとする企画からするともう少しやっぱり

参加者がふえたほうがいいのではないか。 

ただ、もう一つは、そうはいっても１回ごとの催し物に対しての参加者のある種の制限

みたいなものがどうしてもあるのだろうと思うのだけれども、そこは相対評価で見るとお

金をこれだけ使ってこれしか効果がなかったのという話にどう答えていくかというのも一

つ考えなければいけない。その評価は皆さんのほうではどういうふうな評価になっている

のですか。 

久塚会長 新宿区のほうで、団体のほうはある程度目標を立てて８，０００人に対して

８００できたと。それを新宿区のほうはどう見ていますかみたいな質問のようですが。 

宇都木委員 両方だと思うのだ。 

久塚会長 割に評価は高いみたいでしょう、団体のほうは。 

事業者 そうですね、本当に事業課をはじめ、かかわってくださる方たちが本当によく

やっていただいたので、実際に現場でやっぱりなかなかこの人数をイベントで集めるとい

うのも実際そんなに簡単なことではなかったので、そういった意味では、当初は８００と

か１，２００というのも結構厳しい数字かなとは思ったのですけれども、大分近づけては
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いけているので、そういった意味で費用対効果という部分で言うと提案させていただいた

段階で、そこで通していたただいたので、そんな費用対効果でいいのかなとは思っていた

のですが、やっぱりそこもしっかり見直しながらやっていかなければいけないなというの

は今言っていただいて思います。 

宇都木委員 皆さんのほうにはいろいろ意見があるのでしょうけれども、区民というか、

お金を出す側はやっぱり数というのはかなりそれだけ金を使ってこれだけなのかのという

みたいなのは絶えずつきまとうのです。 

だから、表向きは、内容的には物すごくいいことになっているのだと、その都度、その

都度参加者だとかその人たちを見ていても、相対評価としてはなかなかそこが説得力を持

つようなものを何か考えないと、というふうに思うのです。 

それから、もう一つはこの体験した人たちを次にどうやって持続させていくのか、つな

げていくのか、あるいはその効果が次から入ってくる人たちに影響を及ぼすようなそうい

うことにすることに、今のところなっているのか、なっていないのか、あるいはこれから

２年、３年とやっていくうちに効果があるのだと思いますけれども、その辺の評価はどう

ですか。 

事業者 その意味では来年度からは指導者の方たちに働きかけるという機会を半分に変

えていこうというふうに、もともとの計画で出させていただいていて、やはり僕ら自身も

このイベントは本当に毎日打てるような体制ではもちろんないので、いかにこの新宿にい

らっしゃる指導者の方とか、そういった方たちに考え方とかいろんなスポーツを通して教

える指導の幅とかそういったものを伝えていく中で、先ほどの新宿力というのは自治の力

だというふうに思っているので、新宿の方たちがその先で永続的にその仕組みを伝えてい

けるような取り組みを広めていきたいなというふうに考えています。 

宇都木委員 うん、そうなのです。３年で終わっても、協働事業としての取り組みが３

年で終わっても、こういうこと自体、スポーツを広めていこうとか、体験させていくとい

うことはずっと継続されていかないと意味がないわけだよね。 

事業者 はい。 

宇都木委員 この３年間でその仕組みをつくっていくというのもこの目的の一つだから、

そうすると今度のこの今までのところでやってきたことは、次につながるようなそういう

評価に何か実際に見えてきているのかどうかというのは非常に関心があるところなので、

それが事業評価の大きな視点なので、そこら辺は皆さんのところでは計画は計画であるの
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ですけれども、それはわかっているのですが、現時点でどのような評価というか、考え方

になっているのか聞かせてくれますか。 

事業者 そういう意味ではさっきからウェブ、ウェブと言って申しわけないところがあ

るのですけれども、しっかりやっぱりやったことを残していきたいなという思いは非常に

思っていまして、僕らの団体としては、この協働事業というのがなくなった後でも新宿区

民に対して何か力になれることは継続的にやっていきたいと思っていますし、このウェブ

ページを３年終わったら消そうなんて全く思っていないので、本当に例えば指導の方たち

が来てくださって、さまざまなスポーツにかかわった方たちのすばらしい指導に対する考

え方とかそういったものはしっかり記事にして、そのホームページ上に載っけたりとか、

今後で言うとそこに動画を載せて地元の指導者の方たちがそれを見ればわかるような仕組

みにしていったりとか、そういった中でしっかりと地域に残る財産にしていければなとい

うふうには考えております。 

久塚会長 ほかにないですか。はい、関口さん。 

関口委員 私の評価としては参加もさせていただいたのですけれども、１年目の事業と

してまず４月からイベントが開催できているというところがすごく評価できると思います。

大体半年間準備にかけて、１０月からようやく始まるみたいな事業も多い中で、ちゃんと

４月からしっかり、つまり事前準備がしっかりしていたということだと思うのですけれど

も開催ができていて、その８００人という目標値はいろいろ解釈の余地はあると思うので

すが、いかんせんやっぱり下手したら命がかかわるものなので、あまりこの８００人の目

標は大事なのですが、９月５日のときもほぼほぼ限界かなぐらいの規模感でしたので、下

手にいっぱい集めてやって何か先ほどおっしゃっていましたけれども、事故があったとい

うことになっては元も子もないので、そこはあまり数値目標は大事と言えば大事なのです

が、無理をされなくても構わないのかなと思いました。 

一つ私からの要望としましては、先ほどおっしゃっているようにどうしても例えば民間

のスポーツクラブでやって、民間のではなくいわゆる会社の、営利のスポーツクラブがや

っているわけではないので、いかに主体性、自主性を引き出すかというのが大事だと思う

のです。 

結構常連さんとかももうでき始めているのではないのかなとも思うので、あとは保護者

の方が若干暇しているのです、子供がやっている間。なので、やっぱりもうそろそろ常連

さんとかリーダー的な人を引っ張って、ボランティアとして運営側に回ってもらうとか、
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新宿区民の方なわけですから強力なサポーターになり得るわけで、ＮＰＯがやるからには

いかに仲間というか参加者、運営側のボランティア的な方々を巻き込んでいくか。巻き込

み力というのも非常に大事なものですから、半年であそこまでまとまっているということ

であれば、そろそろそういうのも検討し始めてもよろしいのかなと思いました。 

事業者 ありがとうございます。 

久塚会長 意見交換に近づいてきたような感じで、ヒアリングという意味でご質問など

があったらお願いします。なければ意見交換に移りますけれども。 

渡邊さん。 

渡邊委員 委員の渡邊です。アンケートの集計結果についての質問なのです。私たちに

配付されているのは、このアンケートの結果集計なのです、これでよろしいのですよね。 

この中で「楽しかった」「楽しくなかった」のこの５段階評価になっているのですけれど

も、何が楽しかったのかという質問はされているのでしょうか。 

事業者 はい、そうです。 

渡邊委員 その質問に答えていただく前に、この私の質問の趣旨としては、やはり３年

の事業で終わるのではなく、新宿にその後もずっと子供たちがスポーツに興味を持つよう

に定着してもらいたいという思いがあって、一方で有名な方の名前をかたるスクールなど

が牽引力となっている場合に、もし楽しかった要素としてそれが牽引力となっている場合

に、地道な新宿力につながっていくときに、３年間が終わった後に落差ができてしまうの

ではないかなという心配があり、それも基礎があってどんなところが楽しかったのかなと

いうところにひょっとしたら少し課題があるのではないかなと思い、質問をさせていただ

きました。そういう意味でお答え願えますでしょうか。 

事業者 この楽しかったという部分に関しましては、実際に参加されてそのやっている

サッカースクールでしたらサッカーの教えてもらった内容ですとか、そういったものが楽

しかったという部分もありますし、プロのアスリートの方、やられていた方を呼んでとい

う部分もあるのですけれども、どちらかというと多かった声とか、実際にその場で聞いた

話の内容としましては、そもそもスポーツという機会、やはり今回提案させていただいた

この事業の目的にあるとおりスポーツする機会が少ない、場所がない、または教えていた

だく方も本質的なそういったプロのアスリートの方、やってこられた方に教えられたこと

がないということで、そういったことを体験できたことがまずよかったというお話をたく

さんいただきました。 
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参加されているこの集計の人数からもわかるとおり、１年生から３年生が非常に多くて、

これから何かスポーツをやらせたいという親御さんと、子供たちからも何かやってみたい

のだけれども、どういったスポーツがあるのかもやっぱり子供のうちというのはわからな

いですし、楽しさとは何なのだろうというふうにやっぱり経験してみて初めて気づくとい

うものもたくさんあったということをアンケートからも、当日の声からもいただいていま

すので、そういった中ではただ単純にプロの人が来て、その人に触れられたから楽しかっ

たというよりは、そういった場を経験できてすごく楽しかったですとか、また各地域から

呼んでいますので、ふだん自分たちの小学校以外の友達とその場に来て例えばブラインド

サッカーの体験ですと、目を隠した状態で知らない友達とペアを組んでやってみてねと言

ったときに、伝えることで新しい友達ができたとか、そういった体験の場を通じて本当に

楽しかったという声をいただいているというふうに私たちは思っております。 

渡邊委員 潜在力を感じる頼もしいお答えでありがとうございます。 

事業者 ありがとうございます。 

久塚会長 アンケート調査項目というのはどういうことなのですか。多分渡邊さんの質

問は、楽しかったというところで、もし楽しかったですかというと楽しかったに丸をつけ

ると言って、何が楽しかったのかというようなことを。 

事業者 そうです、を下に書いてもらう欄がありまして、１から５を。 

久塚会長 それを見たのが答えですよね、それに対して、質問に対して。 

事業者 そうです、はい。 

久塚会長 だから、いわゆる楽しかったというのは、トップの人と会えて楽しかったと

いうのもあるし、想像したのと違っていて楽しかったというのもあるしということになる

と、もっと次の展開を考えないといけなくて、楽しかったということはそれぞれ経験した

ことの違いで楽しいという答えが出てきているから、どれをつつけばどういうことになる

というのは違う形にそれぞれなる。 

だから、ある人にとってはトップの人が来たことはあまり評価、気持ちの中で評価して

いない方もいるかもしれないと。それはアンケートをそのまま信じていけばです。だから、

効果として区民の方に小さい子の親に響いているのかということをきちんと握らないと、

違うところに話が行ってしまう可能性があるのです。 

だから、やっぱり調査のプロは団体の中にいないかもしれないけれども、調査するとき

というのはかなり仕掛けが必要ですし、自由記述も読み込み方が難しいので、だからそれ
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を踏まえてこれから２年目、３年目とどうするというときには、よく新宿区のほうとも相

談して、よりよいものにつくっていくことが多分大事なのだと思います。 

もうヒアリングの時間を過ぎて意見交換のほうの時間になっていますので、委員のほう

からこういうことはこうしたほうがいいのではないだろうか、どう考えていますかという

単なるヒアリングを超えた発言もあろうかと思いますけれども、そういうふうにさせてく

ださい。 

では、どうぞ。はい、井下さん。 

井下委員 一流の人たち、専門的な人を呼べば呼ぶほど区のほうもそうでしょうし、皆

さんが新宿区の協働事業としてやろうとしているねらいがそのメニューに反映しづらいの

が常なのです。その辺のところ我々はこういうふうに、区も、行政のほうもそうなのでし

ょうけれども、こういうねらいだからこういうメニューにしてもらいたいとか、こういう

ことを話してもらいたい、そういうこともアスリートの人たちと話し合いをしていますか。 

事業者 はい、入念に毎回させていただいていて、僕らはこの協働事業を始める前にも

このアスリートの方たちとは一緒にイベントを開いたりしたことがあるのですけれども、

基本的には彼らと一緒にそもそもの目的は何なのかというところをしっかりすり合わせを

して、そこに対してメニューを落とし込んで、逆に僕らにメニューを提出してもらって、

それぞれのこのメニューの意図というのは何なのですかという打ち合わせを繰り返してか

ら現場に臨んでいるので、そういった意味ではアスリートの方たちも僕らは単純に何かア

スリートとしてすごい方たちを呼んでいるのではなくて、本当に指導に対して、僕らのこ

の理念に対して共感したアスリートの方たちに来ていただいているので、そこのすり合わ

せはすごく僕らの存在価値かなと思っているのですけれども、非常にスムーズにやらせて

いただいております。 

井下委員 区のほうもそういうもう同じような、ねらいとしては、メニューと一致して

いるというふうに評価しているのですか。 

事業課 区としましては、まず今回の目的の１番がとにかく運動したことのないと言う

お子さんを少しでも運動してもらおうというのがコンセプトで始めている事業になります

ので、そういった意味では本当に遊びで体験をするような感覚でのプロジェクトというこ

とを根本的に考えております。その中で一流のアスリートの方、また指導経験のある方を

呼んできてもらっておりますので、そういった意味では小さいお子さんから本当に運動し

たことのない人が初めてスポーツをするに当たりまして、さまざまなものをやってきてい
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ますが、それぞれ指導からその子供の接し方ですとか教え方ですとか、丁寧に対応しても

らっていますので、私どもの意図と合っているというふうに今のところは考えているとい

うところです。 

井下委員 小さい子供たちなのできっかけづくりで楽しんでもらえばいいということで、

意見交換ということでいいのですかね。 

久塚会長 はい、どうぞ。 

井下委員 私も少しやっていますけれども、それでもいいなと。ただ、２年目以降から

は例えば保護者であったり、その指導者であったりを対象とするというようなプログラム

があるみたいなので。書いてあることは非常にきれいに書いてあるのだけれども、では具

体的にそういう指導者、保護者たちに新宿でどういうふうに継続的になっているかという

ようなのをぜひ取り入れられるようなメニューをその専門家の人たちと。 

私なんかはいろいろこの間も、この間プロ野球をやめた選手の人がやって、子供が１０

０人ぐらい集まるのです、保護者も。でも、一過性なのです。楽しくてそれでおしまいな

のだ。とりわけ大人はそうです。子供が動いているのを見て楽しんでおしまいだけで。で

もやっぱりこれだけのお金をかけてやるという話になれば、やっぱりとりわけ指導者の人

たちについて、そんな継続性とか一つの目標、到達地点を意識したプログラムづくりとい

うのを考えてもらえればなと。私自身の反省も込めてなのですけれども、よろしくお願い

します。 

事業者 ありがとうございます。 

久塚会長 はい、伊藤さん。 

伊藤委員 今までの経過と違うのですけれども、２０１６年、２０１７年で契約されて

いる両親というか保護者に対する講座がありますよね。やるタイミング、時間帯を考えな

いと、やっても時間を決めたけれども来られないということがあるかもわからないです、

夜だとか、みんな小さい子供だから。そこをどうするかということを考えているかという

のと、それとスポーツをやっているときにやるとなると、みんないるからできるという前

提に立ってしまうのだけれども、やっているところを見たいのだよね、子供たちのとなる

とそっちも出ていかなくなってしまうから、そこをうまく皆さん、両方で、団体さんと区

のほうでうまく考えてほしいと思います。 

食育もかなり大切なところだから、そこがまた抜けてしまうとこの計画もゆがみになっ

てしまうので、そこをうまく考えていただきたいと思いますけれども。 
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事業者 はい、ですのでやっぱりその辺は非常に悩んでいて、実際に親御さんの方たち

のやっぱり声を聞いてみないことにはこればかりはやっぱりわからないところなので、事

業課の方も実際にご自身がお子さんいらっしゃってという中でスケジュールをいろいろご

提案いただいているので、その辺はもう何か教えていただきながらちょっと柔軟に対応し

ていきたいなというふうに考えております。 

宇都木委員 スポーツをやりたいという積極的な人は、子供がもう何とかクラブとかそ

ういうところに行っているわけです。そういうところに行かない子をどうやって出すかと

いうのは、結局親だと思うのです。 

だから、この事業がどれほどこれから発展してやっていくかというのは、いかに親を口

説くかということだと思うのです。そのほうが子供のためになるよと、親が気がつけば。

だけども、５年生、６年生ぐらいになったら、中学いいところなんか行かれないぞと、そ

っちへ行ってしまうわけだ、今度は。それも心理だよね。 

事業者 いや、本当です。 

宇都木委員 だから、学校を通じてそのほうが子供のためにはいいのだぞという、学校

の教育ともかかわっていかないと、行けとも言わないから。だから、そこのところは工夫

が要るのではないかなと思うのだけれども。 

事業者 本当ですよね。 

関口委員 でも別に私はそこまで親というふうにするというか、子供たちがお互い例え

ば仲よくなれば、常連さんとか少しだから仲よく仲間づくりというのですか、学校の部活

とかだとどうしても学校での関係性にずっと延々拘束されるので、こういう学校を超えた

クラブというかイベントとかというのは、ある意味学校でのスクールカーストみたいなの

を脱却できるいい機会なわけです。 

宇都木委員 うん、いや、だから親が連れていかなかったら。 

関口委員 親はわかるのだけれども、子供たちがやっぱりそこで仲よくなってここのイ

ベントを、毎月１回のイベントに行くとあいつと会えるとか、仲よくなれるとか、活躍の

舞台が与えられて結構皆さんも表章とかされていた、あれはすごくいいと思うのですけれ

ども。スポーツはスポーツですごく大事なのですが、そういうコミュニティ形成的なとこ

ろも少し入れていただけるとなおいいのではないかなと。子供が行きたいと言えば行くで

しょう。 

久塚会長 関口さんもそこまで求めたら重荷になってしまいますので。 
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関口委員 まあ、そうですね。 

久塚会長 今のやり方でやっていたらそういうところまで自然になるだろうという話で

すけれども。やっぱりこの間視察させていただいたときに、気になるお子さんが二、三い

たのです。ああいう場合に何か対応の仕方というのを持っている？持っていないとなると、

結局来て気持ちよくやれそうな子供しか相手していないということ。ということは、９割

の残っている子供たちは目に入っていないということ。ウェルカムで１割来て、そのうち

楽しんでいる子はうまくできたと。残りのところにはもう手段を持っていないということ

になる。そっちが大事だ。喜んで来る人は幾らでも来ます。でも、目的はそうではないで

しょう。泣いてしまったり、人とかかかわるのが嫌だったり、それを解消しようというの

も大きな目標でしょう。 

事業者 はい。 

久塚会長 放っておいても来るような子供たちはどこでも行きます。それは楽だ。おた

くたちの団体でなくてもそれはできるかもしれない。だから、それをどうするかだ、せっ

かくいいノウハウを持っているときに。アスリートのプログラムというのは、コーチを含

めてすごくメンタルなところまでやるじゃないですか。 

事業者 はい。 

久塚会長 うちの大学の私はアーチェリー部の部長をやっているけれども、あのコーチ

なんかはやっぱりすごいです、プログラムを見たら。それは半端ではないもの、心理学を

含めて。だから、皆さん方はそのプロでそういうのを持っているから、やっぱりその放っ

ておいても来るというのを相手にしていたら新宿力にならない、ちょっと辛口で言うと。 

それを無理やり引っ張り出すのではなくて、何となく行きたくないなみたいな人が、行

ってみたらこう変わっていくプロセスというのをアンケートにあらわされた。自分が変わ

っていった、親も変わっていったと。初めはもう何か行きたくないなという、だけど行く

ようになってしまったというふうなことがとれるようなアンケートだし、実施をしないと

これは続かない。それが１回ぽっきりでいいなら、もう有名人が来たらみんな行って楽し

かった、それで終わり。 

そうするとあまり気のりがしなかった人たちも思い出して転がり始める、仲間をつくり

始めて。そうすると関口さんが言ったみたいに学校ごとでの上下関係みたいなのを超えて

地域でなっているので、校区を越えて今度は友達ができたり、あるいは一緒にどこかへ行

こうという話になったり、親同士で友達になったりというのがうんと出てくるといい。 
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だから、見ていて、まだ９月だったので回数が少なかったし、これから先はその親なら

親、保護者なら保護者同士とか、あるいは子供さん同士で校区を越えたり、あるいは今ま

でおつき合いがなかったような年代層の人たちと積極的に話し、嫌ではないという気持ち

を持って入っていけたり、あるいは新しいお客さんとして初めて、ほかの人はもうリピー

ターで４月からやっていたら４回、５回参加しているでしょう。それで、初めて来た人が

その先行している部隊にボコッと入ってくるようなイメージなわけでしょう、スポーツ、

やり方を変えても。そうすると、その人たちが入りやすいのか、入りにくいのかというの

がやっぱり課題になってきます。 

だから、もう課題はわんさかあるので４年、５年続けていこうというような、もうこれ

がなくなってでもやるという心持ちを持っていたら、その周辺のところをどうするかとい

うところに。ただ、そこばかりやると福祉団体みたいになってしまうから、メーンはスポ

ーツでしょう。メーンはスポーツで得意技のところは絶対さぼったらいけない。ついでに

つながって出てくるところを大事にするという。 

事業者 はい。前にこの事業をやるきっかけになったちょっと感動したエピソードが、

その東大のラグビー部の子たちとかアメフト部の子たちが来てくれて、もともとやっぱり

子供が太っていてあまり外に出ない子だったのを親御さんが無理やり連れてきて、でもそ

こでタッグラグビーとかで役割を与えられて、体が大きいから走れないけれども、仲間を

守ってあげる役割とかという中ですごく楽しかったと言った子供が、親御さんがそれを見

てやっぱり本当に涙を流しながら、やっぱりすごく子供がこんなに喜んでくれたことはな

かったというのは、やっぱり僕にとってはすごく本当にインパクトがあった経験で、多分

そういうものをもっともっと幅広い視野で見ていって、多分その体の大きい、小さいだけ

ではなくて多分メンタル的なところも含めて多分いろいろなアプローチができるようには

していきたいなというふうに思います。 

久塚会長 それは宇都木さんが言った意見で、参加するにしても、しないにしても親が

先回りして行けと言う、あるいは親がもうああいうのに行っても仕方がないと言う。連れ

ていったら子供が負担に感じるだろうと先回りしてしまうこともあるし、それを先ほど例

に出された太った子の話だけれども、意外と親も勘違いしていたり、あるいは先にブロッ

クをかけていたりということはあるから、それはもう仕方がないことだと思うのです。 

でも、１軒１軒回って引っ張り出すわけにいかないので、あとは広報のやり方を含めて

ビラだけではないけれども、さっきウェブと言ったけれども、そのうまいやり方があると
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思うのです。それは私たちが提案するという話ではないので、皆さん方が新宿区と相談し

ていい方法を考え出されたらどうでしょうか。 

伊藤委員 一つやってほしいのだけれども、先ほど言われたのです。楽しかったとある

じゃない、何でと。その理由を整理してほしいのです。すると、運動が苦手だけれどもお

友達ができたとか、これをやることで足が少し速くなったとか、いろいろそういうのが書

いてあると思うのだ。 

そうすると、理由が出てくるから。それをやることによってもっと進んでいくし、もう

一つは先ほど会長も言われたのですけれども、初めて来る子をどうやってそこに溶け込ま

せていくのか。よくいろんな集まりをやると、最初に心のわだかまりがないように溶かす

という意味があるでしょう。あれを取り入れると思うのだけれども、少し遊んでみるとか

というのも最初必要だと思う。 

事業者 はい。 

衣川委員 いつもチラシを見ていて本当にすばらしいものだと思っていて、これが始ま

る前も時々チラシがあって、連れていきたいと思って、もう４年生になるとチラシを見な

がら「私、行きたくないのよね」と言うのです。その運動が苦手なわけではないのだけれ

ども、すごく得意なわけではない子が行きたくなるような、ああ、ここに行ったらすごく

スポーツができるようになるのだ、楽しいのだと思わせるようなまずチラシづくり。 

そういうことは書いてあるのですけれども、やっぱりスポーツに興味のある方向けのチ

ラシになっていると思うので、そこをもう少し、うちの娘が行きたいというようなチラシ

をぜひ。 

事業者 頑張ります。 

衣川委員 あと保護者がもったいないよねという話が出ていたのですけれども、あそこ

でボランティアとして引き込む前に保護者同士が仲よくなれるような、あの場でアイスブ

レーキングみたいなことを。コミュニケーションがとれるようになると、ほかの学校に行

ってお母さん同士もお友達ができることでもっと人が広がっていく。この３３３人という

のは、どのぐらいがリピーターなのかなということを思いながら、目標１割、８００人と

言っても３３３人のうちリピーターが多いのだったら目標には大分遠いと思うので、それ

がどんどん新しい人が来たくなるような。 

久塚会長 新宿は８，０００人でしょう。８，０００人と言うけれども、イベントを１

０回やったら母数は多分８万人ではないですか。だから、リピーターとして全員がこう来
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たら。だから、核になっている人が５回も６回も来だすと、それを１と数えるかどうかみ

たいな話は。 

衣川委員 ありますよね。 

事業者 そうですね。リピーター率も出しながら、多分感覚的には見ていると１割、２

割ぐらいな感覚です。 

井下委員 会長、一つだけ。考え方を聞きたいのですけれども、リピーターの問題もあ

りますが、この人たちが継続的にやります、世代を超えてやります。チーム化をするとい

う支援というのは考えていないのですか。例えばサッカークラブをつくる、まず一つでも

二つでもという、そういう支援というのは考えてますか。 

事業者 もちろん要望があったらやろうと思っているのですけれども、一つあったのは

柏木小の学校開放のときに、柏木小学校さんがお声かけいただいて、今回一緒に事業をや

った本田圭佑さんのサッカースクールに連れていったときに、一緒に淀橋ＦＣという地元

のサッカークラブのコーチたちにも来てもらって、そのチームに子供たちが５人入ったの

です。 

井下委員 それもまた自主的にでしょう。 

事業者 そうですね、はい。 

井下委員 一番見えるのですよ、それが。 

事業者 はい、アンケート項目にもそういったものは取り入れるようにしております。 

久塚会長 そうだよね。 

事業者 はい。 

久塚会長 縦横無尽というか、事業だけの説明になるとコンパクトになるけれども、波

及効果の外側のやつをうまく表現できるように。 

宇都木委員 地域とつながらないと。 

久塚会長 それでは、きょうのこの合同のヒアリング、意見交換を終わりたいと思いま

す。どうもありがとうございました。 

事業者 ありがとうございました。 

 

（一般社団法人地域スポーツ推進クラブ Criacao・生涯学習コミュニティ課担当職員退席） 

 

（特定非営利活動法人団塊のノーブレス・オブリージュ・産業振興課担当職員退席） 
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久塚会長 最初に、団体のほうから事業の進捗を含めて１０分程度でお話をしていただ

いて、補足があれば産業振興課のほうから補足をしていただいた後、ヒアリングというこ

とで委員の質問などがございまして、それから４時少し前ということになりますけれども

意見交換というふうにして、ご協力いただきたいと思います。 

では、団体の事業説明をよろしくお願いいたします。 

事業者 この間は事業視察をありがとうございました。では、早速実績を事業説明も兼

ねてご報告させていただきます。 

平成２７年度新宿協働事業上半期実績報告書という形で提出させていただいた資料がお

手元にありますでしょうか。そちらを見ていただきながらご説明したいと思います。 

まず、それでは上から順に提案企画書、こちらであらかじめ提出させていただいた提案

企画書の内容、それを踏まえて産業振興課さんのほうと事前確認書というものを策定して、

それでそれを踏まえて現状まで取り組みと実績、及び今後の予定という形で、流れで説明

させていただきたいと思います。 

まず、最初に提案企画書の内容からなのですけれども、こちら確認をしておきたいので

すが、事業目的でどのように設定したかというと、まず商店街の活性化というものを一番

最初に上げました。加えて新宿区内の事業なので新宿区民もしくは消費者の生活利便性向

上というものを大枠の事業目的として設定させていただきました。 

この事業目的の実現に向けて、ではどういったことを解決していく必要があるかという

ことで、今回はホームページを使ってという形で設定されておりますので、そちらを組み

込んだ形で商店街情報のＩＣＴ化と、また情報発信を通しての商店街への人の誘致やコミ

ュニティ形成といった形でこの事業目的に関しては達成していく必要があるのではないか

という形です。 

具体的に課題解決の手法や形態ということで、「新宿ルーペ」という新しい区商連のホー

ムページがこの４月からでき上がりましたので、そちらを情報媒体としてこのホームペー

ジのコンテンツの作成や更新の支援を行いながら、商店街情報のＩＣＴ化や発信をしてい

くといったことで、提案企画書の内容、大枠では以上の内容で設定させていただいており

ます。 

それを踏まえてなのですけれども、新宿区の産業振興課さんのほうと事業目的と事業概

要のほうを設定させていただきました。まず、事業目的なのですが、この「新宿ルーペ」
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のホームページを区内商店会に浸透させ、区内商店会のＩＴリテラシー向上を図るといっ

たことが第一つ目。 

二つ目に区内商店会、個店の新たな情報を発掘・発信し、このホームページ「新宿ルー

ペ」の魅力を高めていくということが二つ目です。 

三つ目に、上記この二つを通じて、区内商店会並びに個店の活性化を図るということで

事業目的を設定させていただきました。 

それに対して事業概要なのですけれども、具体的にどういったことをやっていくかとい

うと、一つ目がまず新宿区内の商店会ページの作成・更新支援というものを実際に訪問し

て、商店会長さんとヒアリングなどを踏まえながら実施していくといったことが一つ目に

あります。 

二つ目なのですが、こちらは同じくホームページ内の今度はその区商連、区内商店会ペ

ージ向けのイベントを取材するとか、このイベントを取材して記事を作成していくと、こ

ういったことを二つ目の目的で事業概要に充てさせていただいております。 

こちらの事前確認書の内容に基づいて現状までの取り組みと実績を報告させていただき

たいと思います。まず、事業概要の一つ目の「新宿ルーペ」内の区内商店会のページ作成・

更新支援のほうなのですが、こちらに関しましてはあらかじめ目標を年間を通して３０商

店会程度のホームページ作成・更新を行うというふうに制定させていただきました。 

内容といたしましては、作成支援に当たって該当する商店会の実地調査、こちらは写真

を撮影したりだとか、特徴を把握するなど、この間少し見ていただいたのですけれども、

ほか書籍やウェブ等による情報収集を行って、調査や収集した情報をもとに商店会のペー

ジを作成します。 

実績なのですけれども、現状１６商店会のホームページ作成・更新を実施しております。

こちらは１０月５日時点なのですが、さらに今月３商店会を訪問していますので、現時点

では１９商店会のホームページ作成・更新を実施したことになります。 

今後なのですけれども、引き続き１０月はもうやりましたけれども、１１、１２、１、

２、３とあと５カ月間で１１商店会分実施するといった形になっております。 

続いて、２番目なのですけれども、こちらは「新宿ルーペ」内の今度商店会ページ向け

のイベント取材や記事作成更新といった形で、こちらに関しましては目標といたしまして

年間１０回程度の取材・記事作成を行い、情報をページに掲載するといった形に設定させ

ていただきました。内容といたしましては、こちらの取材に関しては、あらかじめそのプ



 25 

レゼンテーションのときにもちょっとアピールさせていただいたのですけれども、我々Ｎ

ＰＯのメンバーは早稲田大学の学生さんなど若い世代とのかかわりを持ちながら活動して

いるといったところが強みに上げられますので、今回のこの取材に関しましても学生さん

と連携して多角的な視点で商店会や個店の魅力を発掘し、アピールにつながるような記事

を書けるかなと思いまして、学生さんにもこちらはお手伝いしながら進めております。 

現時点で実績なのですけれども、こちらに関しましては、イベント取材に関してはもう

８月に上落合の納涼盆踊り大会で１０月、今もまだこちらはやっているのですが、かつお

祭りです、こちらは早稲田地区で合同でやっております。こちらをイベントとしては取材

させていただきました。 

また、商店会取材といたしましては、先日事業視察のときに来て見ていただいたと思う

のですけれども、住吉町商工会、曙橋通り商店街に取材をさせていただきました。こちら

は１０月５日時点で三つ取材をしておりまして、先日四谷大好き祭りという四谷地区で合

同で開かれているイベントがあるのですけれども、こちらも取材させていただきまして、

さらに今月また下旬にハロウィンのイベントで、こちらも住吉町商工会のイベントがあり

ますので、今月末時点では半分、約五つ取材が完了する予定です。 

加えてあと五つなのですが、荒木町のミシランというイベントと、上落合発展会から二

葉園さんの、地元の染色業の二葉園さんの取材をしてほしいという依頼を受けていますの

で、こちらを含めほか３商店会分別途取材させていただくという形で今後は予定しており

ます。 

以上が大まかな現状までの取り組みと実績になります。それを踏まえて今後の取組予定

なのですけれども、ホームページ作成や取材に関しましては、今までの流れどおり引き続

きやはりやらせていただくということで、それに加えて上半期６カ月間この事業を実施し

てみて、結構商店会というのが分かれるなというふうに感じまして、やっぱり活性化して

いる商店会、一生懸命取り組んでいる商店会もあれば、なかなか訪問して情報を掲載しよ

うとしても、もともとイベントを実施していなかったり、加盟店さんももうほとんど加入、

会費を納めているだけになってしまっているとか、そういう商店会さんもあるので、なる

べくであればその要請があった商店会とか、ポテンシャルのある商店会というのを見きわ

めながら、こちらでそこに関しては引き続き支援していく必要があるかなというふうに感

じております。 

最後に目指す形なのですけれども、この「新宿ルーペ」という区商連のこの新しいホー
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ムページの中に、商店街だとか個店の情報というものが整理されて、区民の方を含め消費

者の皆様がホームページを見た際に、そのお店だとか商店会の情報というものがどういっ

た状況なのかということが一目見てわかるような形で、情報インフラみたいになればいい

かなというふうに考えております。 

簡単ではありますが、以上が事業内容、実績の報告になります。 

久塚会長 ありがとうございました。産業振興課のほうはありますか。 

事業課 はい、この協働事業につきまして、ＮＰＯ団体であるノーブレスさんにお願い

をしている意味といいますか、そこの部分について改めてご説明したいと思っているので

すが、我々区になくてＮＰＯのノーブレスさんに期待していることであり、強みだと思っ

ておりますのが、地元の団体さんということで区民の視点をお持ちいただいているという

ところが一つと、あとは地元の早稲田の商店会等を初めとするそういった商店街の方々と

非常に懇意にしてくださったので、商店会の役員の方々に対する視点をお持ちもいただい

ているという点もあると思います。 

あともう一つは、これも商店街の課題ですが、やはりＩＴ化という部分とか、そのＰＣ

スキルという部分が商店会の役員の方は非常にご高齢の方が多くなってきておりますので、

その支援をどうするかというのがもう喫緊の課題という部分がありまして、その部分につ

いても非常に強みを持ってくださっているので、そういった大きく３点の部分からこのＮ

ＰＯのノーブレスさんのほうには商店会に入り込んでいただいて「新宿ルーペ」というイ

ンターネットの仕組みを通じて商店街のＰＣスキルの向上であったりとか、もしくはＰＣ

のインターネットそのものに興味を持っていただいて、情報発信というものをもっともっ

と高めてもらうというところが非常に効果があるかなというふうに考えております。細か

な部分は今お話があったとおりだと思っています。 

以上です。 

久塚会長 では、いろいろ聞かせてもらうと思うのですけれども、どの委員の方からで

も結構です。では、伊藤さん。 

伊藤委員 伊藤ですけれども、お聞きします。この商店会さんがかなりの数あります。

それで、それがまとまっている例えば新宿駅西口だとかという一つのまとまりがあります。

これの事業を始めるときに、そういう一番下の個人個人のお店ではなくて、多分その商店

会のまとまったところにアプローチをしていると思うのですけれども、その段階で拒否で

はないけれども、うちはいいのだよ、うちの商店会はいいのだよというのは出てきている
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のか、出てきていないのか。 

それと、先ほど言われましたように、うちのところはやってほしいというような利用化

されたということですけれども、それはもうその最初のアプローチ段階から出てきている

ことなのかとかそこら辺を教えてください。 

事業者 では、ご質問をお答えさせていただきます。とりあえず新宿区内に約９０商店

会があるのですけれども、一応この事業では一通りは、１回は全部最低回るというふうに

させていただこうと思いまして、そういった意味では実際行ってみて、うちはあまり、１

回はつくってもらうかもしれないけれども、この後更新していくかというと、そういうメ

ンバーもいないし、労力を割いていくようなことも割に合わないのではないかと、そうい

うふうに言われることもありますので、最低１回回ってみて、実際に商店会長さんと話し

てみて実情をこちらで把握した上で、その段階で引き続きサポートしていくのか、向こう

からもういいよと言われた場合は、それ以上何回も行ってもということもありますので、

そこは見きわめるようにしているというのは前者の質問に対する答えです。 

伊藤委員 一応そこら辺はもう区分けされていると。 

事業者 そうですね、はい。資料のほうをお配りしているかと思うのですけれども、こ

の「新宿ルーペ」の商店会のページ掲載状況のほうの一番最後の項目に今おっしゃってい

ただいた、その商店会が自力でページを更新していけるかどうかという、そういう項目を

設けまして、もしできないとなると理由はどういう理由で更新していけないのかというこ

とを実際僕が訪問した際に、商店会長さんと話して、僕のそこは主観になってしまう部分

もあるのですが、理由を掲載させていただいております。 

事業課 プラス補足させていただきますと、この事業、「新宿ルーペ」自体は新宿区商店

会連合会が持っているホームページでございますので、区商連の事務局のほうから毎月、

毎月、その区商連の事務局のほうで支援の優先順位を決めてくださっているというところ

がございます。お話があったようにご要望をいただいている商店街に関してはなるべくお

早目に行くというところは区商連のほうでとりまとめというか、調整をしていただいてい

るというところでございます。 

事業者 その要請のお話なのですけれども、その上落合発展会なんかは実際訪問しまし

て、その訪問を踏まえてホームページをつくって、次はうちの商店会の中のこの二葉園さ

んという上落合発展会の中の地場産業で染色業なのですが、ここのお店を取材してほしい

のだと、うちの商店会でここをアピールして、打ち出していきたいからという要請をいた
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だきましたので、そういった要請をいただいた場合はそれを区商連とあと産業振興課さん

のほうに報告させていただいて、実際にこういう要請をいただいたから次に取材先として

設定させていただいていいかということで話し合いをしながら、それで許可が得られれば

そちらに伺うという形で行かせていただきます。 

伊藤委員 今やっているものの中からモデルケースになるような商店街が出てくれば、

それを水平展開して事例説明として使用するというような形なのですけれども、現在のと

ころでそういうモデルケースとしてご紹介できるような商店会さんは出てきていますか。 

事業者 一応はこの間やっぱり事業視察、見ていただいた住吉町の商店街さんなんかは

一番わかりやすいモデルケースになるのではないかなというふうに考えております。とい

いますのは、活性化だけしている商店会さんというところはあるのですが、歌舞伎町もそ

うですし、あと神楽坂なんかもそうですけれども、そこででは見たときにもともと地理的

要因とか、例えば昔から観光地としてそこは集客があるとか、あまりそういったところで

アドバンテージがあるところをモデルケースにするというのは少し難しいかなというふう

に考えておりまして、そういった意味で言いますとこの間のあの曙橋の商店会さんなんか

は、割と取り組みを本当に地道にやっておりまして、商店会の役員さんとかも意見交換の

場を活発にやっていまして、日々改善しながらやっていこうという姿勢がすごい強く見え

る商店会さんなので、引き続きあそこはアプローチしていって、今現在で言うとモデルケ

ースとしては一番適切なのかなというふうに思っています。 

伊藤委員 モデルケースという場合には結果だけではなくて、そのアプローチ段階から

こうやって、こうやって今のこれができているのだというような形のものをつくり込めば、

結構な説得力ができるのではないかなと思いますけれども。 

以上です。 

久塚会長 はい、ほかに。宇都木さん。 

宇都木委員 率直に聞かせてください。各商店街の人たちの受けとめ方はどういうふう

になっているのでしょうか。ああ、いいことだからどんどん広めてほしいというのと、面

倒くさい、そんなことやってもらわなくたっていいよとかいろいろあると思うのです。そ

れは商店街ごとに把握されていますか。 

事業者 それに関しましてはかなり、一応回らせていただいた商店街に関しましては、

会長さんとお話しさせていただいたりとか、僕自身の目でその商店街を見たりする範囲内

ではありますけれども、大体どういった状況なのかということは把握するように努めてお
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ります。 

事業課 それは表の⑪の自力更新可否のこのａ、ｂ、ｃ、ｄ評価をつけているというの

が状況です。 

宇都木委員 なぜそういうことかというと、皆さんがこれを、この事業を提案した提案

の趣旨には、このことによって地域が活性化し、もう我々の言葉で言えば区民が生活しや

すいまちづくりだとか地域社会づくりだとかということにつながるのだということです。 

そうすると地域の人たちの日常生活にこれはどんな役割を果たしているのだろうかとい

うことがかなりはっきりしないと、ホームページをつくってよかった、よかったというの

は、つくった側はそうかもしれないけれども、生活している人たちは本当にそれが生活向

上に役立つのかよということになるのだと思うので、そこのところは商店街の思惑と期待

している市民の側との違いみたいな食い違いみたいなものがどこかで出るのではないかと

いうふうに思うのですけれども、そこはどうですか。 

事業者 そこなのですけれども、まず１点目としまして、区民に対してどういうメリッ

トがあるのかというところでいいますと、そんなに直接的というかどうかわからないので

すが、区民の方は結構その商店会のイベントだとか、商店会が何をやっているのかという

ことを結構気になっている方もいらっしゃるのです。 

例えばこの間具体的な例を一例挙げますと、地域の商店街で祭礼でみこしが回ったりす

るのですけれども、それが何時にどこを回るとか、そういう情報というのは流れてこない

らしいのです。それをタイムリーにどこに何時に来るということを回す情報媒体としては、

例えばホームページを使うという方法も一つの方法だと。そこに載っているというふうに

わかればだんだん区民の方も、ああ、掲示板と同じで結局ホームページを見れば商店街が

どういうイベントをやったりとかセールをやったりとかということをいち早く把握できる

ようになるというのがまず１点あると思うのです。 

それはその商店街に対してイベントだとかそういう関心がある方というふうには限られ

るのですけれども、一つとしては商店街のページを更新するというところで区民の方に結

びつくというところではそういった例が挙げられるかなというふうに。 

宇都木委員 皆さんがやろうとしていることを区民の人たち、生活している人たちのど

の部分にこたえようとしているのかというのはあると思うのです。今言ったお祭りなんて

季節ものだから、それはもともと町会の仕事かもしれないのです。だから、そういうもの、

そういう日ごろの生活のことも商店街のこのホームページというか、こういうことをやる
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ことによってもっと詳細がわかる、身近になって日常生活の中にいろんなことが取り入れ

られるということになっていくためには、相当区民の人たちもそういうことがこれを見れ

ばわかるよということが徹底されないといけないのです。 

商店街のホームページではなくて区民生活に役立つホームページになっていかないと、

なかなか見ないと思うのです。だから、そういうところがこれから始まったばかりだから、

いろんな区民の人たちの意見も取り入れて、商店街との調整をして少しずつ少しずつつく

りかえていくのだろうと思うのですけれども、そこはかなり重要だと思うのです。 

事業課 ご指摘はごもっともだと思っておりまして、先ほどノーブレスさんのほうで最

後、報告書の今後の部分で目指す形に記載があったのですが、いわゆる電話帳のような情

報インフラを目指すと一言で書いてあったのですが、今のこのネット社会が大分普及して

いる中において、インターネットに存在していないお店というのは、ある意味世の中に存

在していないというふうにもうとられかねないというふうに我々は思っていまして、そこ

は商店会として商店会でもあり、商店会の店舗と思いますけれども、もっとそれは危機感

を醸成させていかなければならないというのはまず我々としてあります。 

今例えば洋品店で何か買おうとしたときに、少し検索すればここにあるということがわ

かってくるとは思うのですけれども、そういうのがまず存在していないということ自体が

非常に機会損失で、商店会としては今後存続の危機だとは思っているので、そこは整備を

したいというのもありますし、その中で見つけてもらって、こういう魅力的な商品をとい

うようなそこまでのインフラにこのルーペを目指していきたいというのがあるのですけれ

ども。まだまだ個店の登録も全然進んでいないのですが、そういったところを今、商店会

長さんを通じて浸透してもらうように今ノーブレスさんのほうには働きかけをしていただ

いているところです。 

衣川委員 さっきポテンシャルのある商店会をまず支援していくとおっしゃったのです

けれども、ポテンシャルのある商店会は支援しなくても勝手に成長していくようなところ

もあるので。この前行った住吉の商店会なんかは、町会長はちゃんとやっていきたいと思

っている方ですが、つくっていらっしゃる方は、もっともっとＰＴＡと地域をうまく密着

させていこうということを考えていらっしゃる方で、そのＰＴＡの方も周りのことではな

くて地域のことをやりたいという小学校、牛込なんかの小学校とかがそうなので、そうい

う力があるから、既にもうエネルギーがあるというか、そういうところはもう情報をいた

だいてやっていけばいいだけなので、それよりも自力更新の難しいようなところをもっと
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支援していかないと、この「新宿ルーペ」の意味というのはないのではないかなというよ

うな気もするのですけれども、そのあたりはどんなふうに。 

事業者 そこのポテンシャルという言葉の定義の僕の使い方がちょっとよくなかったの

かもしれないのですけれども、ポテンシャルといいますのは、その商店街としてはいいも

のを持っているけれども活用の仕方がいまいちうまくなかったりだとか、あといいものを

持っているけれどもＩＴスキルが低くて情報掲載とかがうまく進んでいない。 

そういった意味で言いますと、この間の住吉町商店会さんなんかは、割とＩＴにも精通

しておりますし、その資産も持っていますので、ここに関してはもう「新宿ルーペ」に聞

かれたら聞いて答えてあげるとか、そういう程度でもう向こうに任せておいて大丈夫な商

店街だと思うのです。 

あそこにはあまりうちも労力をやっていくのは少しもったいないと思っていまして、ど

ちらかといいますとそのいいものは持っているけれどもＩＴスキルがあまりないから、で

はそこの部分だけはこちらでやってあげて、こういうふうに掲載していくともっといいで

すよだとか、こういうふうに言葉も組み込んでいくとＳＥＯ対策になりますよだとか、そ

ういったアドバイスをしながら、もしくはその情報といたしましても向こうはいい資産を

持っているけれども、あまりアピールしていない部分が実は消費者の目線から見たらそう

いうところが魅力だったり、そういう商店街もあるとは思うので、具体的に挙げますと、

中井商店会さんなんかはそのアニメの『時をかける少女』というところの舞台。 

衣川委員 場所だったのですよね。 

事業者 モデルケースになっている商店会さんとかで、でもそんなにまちとしてはその

商店街さんとしてはそういう視点はアピールしていなかったりするので、そういう情報は

「新宿ルーペ」のほうにキャッチコピーで盛り込んであげたりすると検索ワードにもひっ

かかってきたりすることもありますので、サポートできるとしたらそういう形でやらせて

いただければと思っています。 

久塚会長 そのどんどんポテンシャルということで、ＩＴのスキルとか何とかではなく

て潜在力みたいな魅力として、だからＩＴをかませるとそれがもっといくというところに

かけている。もともとの魅力とは何だろうということをうまく探してあげるというか、活

性化していなくても魅力があるものを探して、それでＩＴを利用することによってそれが

そこに火がつくという話です。 

だから、すべてがこう乗り気でないということもよくわかるし、衣川さんはまだ言いた
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いでしょう。 

衣川委員 ここに原稿を出していただいていたのが幾つもあって、その学生さんに取材

していただくのもいいのですけれども、これは質問ではなくて意見交換に入ってしまうか

もしれないのですが、地域の方からも書いていただいたり、そこの行ったその商店会長の

言葉をうまく拾って、その人がしゃべったようにして情報を載せるような引きずり込み方

もあるのかなというふうに、そういうことも気になったのですけれども、こちらから行く

とお任せ体質というか、大変かもしれないけれどもご自分で撮った写真をくださいよとい

うような感じでうまく引きずり込んでいって、ＩＴはよくわからなかったけれども、おれ

の撮った写真がここに載っているのだよみたいな感じで巻き込まれていくような、何かそ

ういうアイデアももう少し欲しいかなということを思うのですけれども。 

事業者 そうですね、商店街の方にも参加しているという意識を持ってもらえるような、

そういった一緒につくっていくという形でなるべく、こちらが一方的にもう持っていくと

いうところは今後に生かしていきたいと思います。 

竹内委員 商店街とそちらの活動はかなりやられているという話だったので、少し一般

的な視点で考えると、私も実はこの間住吉町を拝見して、あそこのすぐ商店街から大体歩

いて５分ぐらいのところに住んでいて、そんなこともあったのかとか、あの花屋さんとい

うのは、実は娘の同級生のお母さんとかだったりで、ああ、そんなのだったとかいろいろ

発見もあったのですけれども、せっかく「ルーペ」というところをいろいろ活動していた

だいている中で、まだ溶け込めていないのかなと、周りの雰囲気に実際にみんなが。そう

いった何か例えばお店に「新宿ルーペ」の何かチラシがあるのか、実は見たことがまだな

くて、どうやってこれから広げていくのかなというところもありますし、実際にはホーム

ページを立ち上げてどれぐらいかたっていると思うので、大体アクセス数が何回とか、大

体中のコンテンツの分析とか、あと住民の方がどれぐらい興味を引いているかとか、そう

いうところはおおよそ分析できてきているのかなと思っていて、その辺を今回資料になか

ったのでお聞かせ願えればと思うのですけれども。 

事業者 アクセス数で言うと今大体月間１万ページビューぐらいで推移しています。そ

の周知の部分で言いますと、やっぱりまだまだ「新宿ルーペ」というものがあるというこ

とが浸透していないなというふうには確かに感じておりまして、この広報活動といいます

か、「新宿ルーペ」というものにお店だとか商店街の情報が載っているよというそもそもそ

のこと自体を、やっぱり新宿区内に住んでいる方にはもっと知っていただく必要があると
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は思っていまして、こちらに関してはうちでもやる必要があると思うのですけれども。 

事業課 実際課題は我々も認識しておりまして、ただノーブレスさんと協働事業の範囲

内からまた違う部分で、我々産業振興課ないし新宿区商店街連合会のほうの課題として「ル

ーペ」自体をどう浸透させていくかというのは、考えなければならないなとは思っていま

す。それはまだまだ不十分でして、ことしの４月から運用開始、もう半年ぐらいたつホー

ムページではございますけれども、まだまだその辺の一般の方への浸透施策というのが不

十分だなとは思っておるのです。それが課題です。 

久塚会長 では、もう時間がこれぐらいになっているから意見交換のことでもいいです。 

関口委員 先ほどの竹井さんの話に関係して、ＰＶではなくてユニークユーザーという

のはどれぐらいかというのはわかりますか。 

久塚会長 今、手持ちでなかったら事務局に教えてもらうのでもいいでしょう、関口さ

ん。 

関口委員 もちろん、もちろん。 

久塚会長 こちらはヒアリングというか、それの評価のために使うので。 

関口委員 趣旨としては、そのＰＶが多くても、１万もあれば十分だと思うのですけれ

ども、特定の方が、例えば区役所の方が何回もアクセスしていると、その確認も兼ねて。

あるいは、皆さん事務局の方が見ているということだと、結局うちもよくあるのですが、

自前で運用していますので。というのは除外しないと、結局その果たしていわゆる一般の

本来対象である人たちのがどれぐらいなのかというのがなかなか分析しづらいと思うので。

事例とか入れれば結構高度な解析できるので、ぜひその次回は解析結果も載せていただけ

ると助かります。 

事業者 ユーザーは２，０００から３，０００ぐらいです。 

関口委員 なかなかすごいですね。 

久塚会長 今のでいいですか、関口さん。 

関口委員 はい。 

久塚会長 結構だそうですので。はい、ほかに、委員さん、お願いします。はい、宇都

木さん。 

宇都木委員 せっかくだからこういうことはどうなのかよくわからない。動きは速いの

だろうけれども、その商店街が障害者を受け入れやすいとか、例えば車いすで買い物に行

ける店はこういう店ですよとか、目が不自由な人たちでも買い物に行けるそういう何か音



 34 

声ガイドみたいなのがあるとか、あるところでは車いすでまちに出る会というのをやって

いまして、このまちが車いすの人たちにとってどういうまちなのか。 

だから、商店街も同じです。ここはバリアがあってなかなか車いすで走行しにくいとか、

トイレがないとか、公衆トイレが、車いす用のトイレがないとか、そういうものが公共施

設だとかが配置されてだれでもが来やすいこの商店街なのですよということが、そういう

のもテーマの中に入れていかないと、特にこれから高齢者対策は考えなければいけないの

だろうと思うのです。 

だから、そういうのももちろん頭の中にあるのでしょうけれども、現実的にこれが完成

させていくためには、幾つかそういうものもテーマをやっぱり入れていかなければいけな

いのだと思うのです。案内所がここにありますよとか、通常何ともない人はあまり不自由

を感じないけれども、目の見えない人たちだとか車いすの人たちだとか、そういう人たち

にもこの利用しやすい商店街がなっているような、メッセージがどこかで出るようなこと

を考えてみたらどうでしょうか。どうせつくるならです。そういうのを入れてもらえれば

いいわけでしょう。目の不自由な人たちは音声ガイドがありますからどんどん利用してく

ださいとか、何かそういうのも一緒に考えるというのが大事なことなのでしょうか。 

久塚会長 どの項目をどうするというのはいろいろ工夫を、考えなければいけないこと

もたくさんあると思うので、今意見は非常に真っ当な意見だと思うから、そのまま入れ込

んでいって、商店会ということの中ででこぼこ性があるというふうに言うと、ないと言う

ところが必ず出てくるわけです。この商店街にはあるとか、あのお店は利用できるという

のをプラスのほうで紹介すると、こっちはないところだねという位置づけになるではない

ですか。そこをうまくパブリックな立場と、それと協働するというのはうまくやらなけれ

ば困るので、どういう項目で選択するというのも大変だと思いますけれども、考えること

は必要だと思うのです。 

はい、ほかの方。はい、どうぞ。 

衣川委員 今の続きなのですけれども、そうするとその障害者という項目だけではなく

てもっといろんな項目を立てたらいいかなと思うのですが。例えば赤ちゃん連れで行って

もいいよとか、ペットは外で連れていても食事ができるよとか、何かいろいろできると思

うので。 

伊藤委員 みんなそういう情報が単品なのだ。例えばバリアフリーの店というとバリア

フリーの店だけがずっと出てくる、地区も限られて新宿のバリアフリーの店がバアッと出
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てくる。今、宇都木さんが言ったように、その情報の中に取り込めていけば一つの中で出

てくると思うのだけれども、今言ったペット持ち込み可能と、そのペット持ち込み可能と

いうやつで検索するのではないのだ、大体。 

宇都木委員 だから、この商店街にはここはペットも可能です、ここは車いすでも大丈

夫ですというふうにしないと、商店街が浮かび上がらないよ。 

伊藤委員 ここでこの検索シートのうちのこの点検シートの担当課のほうかな、これ、

３ページに「ＮＰＯの強みと、区商連（区）として実現させたいことを明確にした上で」、

やっぱりその商店街によって違うと思う、ここは何を目指しているというところがやっぱ

り必要だと思うのだ、売り物と言ったらおかしいけれども。 

久塚会長 私もそう思います、障害者福祉とか高齢者の担当課と実施団体がやる事業で

はないので、産業振興課とコラボするということは一体どういうことかとやっぱり考えて、

だからバリアフリーの問題もそちらのアレンジでいかないと、ほかのセクションと協働し

ているのとどこが違うのという話になってしまうから、そこはよく考えていかないといけ

ない。 

関口委員 見なければしょうがないということです、これを通じて。活性化と言ってた

だ人が来るだけではだめで、商店街さんの会長さんも言っていましたけれども、イベント

に人は来るけれども物は売れないという。それではしょうがないわけだと思うので、そこ

はいかに買わせるかというか、使ってもらうかという視点はないと。 

宇都木委員 いや、だから買い物に行きやすい商店街みたいなものを近所隣の人たちが

みんなわかってきて、ああ、ここは車いすでもいいのだ、障害者でもいいのだという、行

けるのだというのがないとその人たちは行かれない、知っているところしか。 

だから、そういうのはせっかくこういうのをつくるのだから、こういうようなメッセー

ジを出してやれば自然に広がっていくわけではないですか。 

伊藤委員 この商店街では歩道には物を置いてありませんとか、看板出してありません

とか、歩きやすいですとか、そんな簡単なことでもいいと思う。 

久塚会長 いや、簡単なことでいいのだけれども、やっぱり。 

衣川委員 でも、これをやることで、ああ、やる気を出さなければいけないのだなとい

うところに持っていったら本当にすばらしいのではないのですか。 

関口委員 そうそう、だから、ああ、うち、全然出ていない、やばいなという危機感を

持っていただければやる気も出てくるでしょうけれども。 
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事業者 一番今課題に感じているところが、結局何かいいものを持っていたりするとい

うところがまず一つで。幾らいいものを持っていても、その接触した人があまり積極的な

姿勢でないと、こちらからも押し売りになってしまうとあれなので。 ただ、見せ方によ

っては結構そのポテンシャルは持っていると思うので、そこをもっとこうすればいいのに

という歯がゆいところもあると思うのですけれども。 

井下委員 一ついいですか。 

区内ではなくて２３区の中でモデルになるような商店会とか街とかというのは意識して

いるのですか、どこか。例えば谷中とか、そういう意識というのはないのですか、あまり

戸越銀座とか谷中銀座とか。どうなのですか。 

事業者 そこで谷中銀座とか戸越銀座というのは僕も知っておりまして、ただどちらか

というと谷中銀座とか戸越銀座というと、先ほどの神楽坂ではないですけれども、そうい

うアドバンテージ。 

井下委員 そういう印象のことですか。 

事業者 だから、どちらかというとやっぱりそういうもともと持っているものがすごく

て、観光地にもなっていてというところで。 

井下委員 なってしまったという。 

事業者 なってしまったという、そうですね、だからそこの一番最初の原点をたどって、

ではという。 

久塚会長 それを見つけて同じような仕掛けができるかということになります。 

事業者 そうですね。 

井下委員 だから、商店会とか商店街と言っても、もとは商店でしょう。 

そこが魅力あるメニューなり商品を持たないと、幾らいいホームページをつくろうが客

は集まらないですよ。 

事業者 そのとおりです。 

井下委員 日常化しないのです。だから、そこら辺が難しいところですよね。 

宇都木委員 だから、それは掘り起こして、それでホームページでいろいろやろうとい

うのがこの事業なのだから、そこはやっぱり、そこを一緒に商店街づくりと一緒に、とい

うかまちづくりと一緒にやらなかったら。 

井下委員 一つの大きなツールであることは間違いないとは思いますけれども。 

伊藤委員 ロケーションで言うと大山のところがあるじゃない。それと、大山はすごい
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よね。あそこは両方ビルができた。そういうロケーションもあるし、砂町銀座みたいに小

さな商店の集まりのところもあるし、それも結構長いよね、通路が。だから、あそこの曙

橋のあのぐらいの長さは、ある程度の商店街にとっては最低でも必要だというところだろ

うね。だけど、まとまりにはまとまる。 

衣川委員 まとまりはすごい、商会の中のまとまりはすごいある。 

伊藤委員 長くてまたポツンポツンでは魅力ないし。その間をどう埋めていくかという

話になる。 

宇都木委員 そこのやっぱり主体性がはっきりしないとなかなか。幾らいい材料を与え

たって、それはどっちでもいいよと、余計なことをするなよという話になってしまったら

終わりだから。だから、それはこの事業がやろうとしていることはそういうことではなく

て、小さな商店がいっぱい集まっていてもやり方によっては、情報の提供の仕方によって

は活性化するよというところをここではクローズアップして、そこをできるだけ活性化に

つなげていこうというのがこの事業だろうから、だからそこのところをもういいのだよと

いうことになったら、それは地元がいいのだよということになったら、それはもう入り口

からだめだよね。 

事業者 そのように思って区分けするように今しているのですけれども。 

久塚会長 と同時に、ランクでａ、ｂ、ｃとあって、ｃのところはせめてｂに近づくで

はないけれども、そういう仕掛けも必要で、もうと言われたところはもうではないように

なるようなつくりを、もう自分でうんとできるところは放っておいても何かすると。 

だから、ないものねだりみたいな意見だけれども、確かに押しかけるのは難しいと思う

のですけれども、よくよく周りを見たら、こういう取り組みをやっていてまねしたいなと

かいうような、しかも簡単らしいぞというようなことになると連絡が来るかもしれないと

いう。 

衣川委員 すみません。連合会長から皆さんに、商店会長にはお話は行っているのです

よね、この「新宿ルーペ」が行きますよというのは。 

事業課 もちろんです。本来ならばその区商連から各商店会長に行く流れだけで済めば

いいわけなのですが、そこがなかなか難しいので、今回協働事業という形でノーブレスさ

んに運用のサポートというか、運用の委託もお願いしているというのがそもそもこの事業

の形なのです。なので、理想形で言えば区商連だけでこのホームページが完結すれば一番

いいわけなのですが、そこがなかなか難しいという現状があって今回お願いしているとい
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うところがまず前提としてあります。 

関口委員 ただ、自主的なネットワーク組織だから、その校長みたいなそれぞれ裁量権

を持っているので、連合会長がやれと言ったところで温度差があるということですね。 

事業課 そうです。 

関口委員 まあ、そういうものではないと、私もそっちのほうがいいと思います。 

渡邊委員 生活者としていいですか。このデータの⑦番の登録割合のゼロの見方なので

すけれども、このゼロだからいけないとか、ゼロだからアプローチしなければいけないと

いうわけでもないと思うのです。例えば新宿駅東口あたりのゼロは放っておいてもにぎわ

っているだろうな。やっぱり個々のその地区をきちんと見分けて、限りあるお力のアプロ

ーチのその度合いを強弱をつけていくというのは見きわめが必要になるのではないかなと

いうふうには思います。 

関口委員 基本的にはその営業の自由もあるわけだから、どうやろうが自由なのです、

基本的には。ただ、だからあえて商店街のためにどれだけの補助金が投入されているか等々

考えると、こういうところに公益性を見出して補助金を投入しているわけです。だから、

そこら辺は考えないと。 

渡邊委員 それはしない理由を一生懸命おっしゃっていて、それは確かに一理あって、

でもそれではいけなくてアプローチしていかなければいけないという。 

事業者 そうですね、そこはそうですね。 

久塚会長 活性化とは何だと考えたときにいろんな指標があるので、それはそれでいい

のではないかと。 

でも、これは協働事業なので協働事業の目的、商店街の活性化に向けてホームページの

活用ということで、ホームページを活用することによってそういう展開ということをうた

っているから、世界一般というよりはそのホームページというところにきちんと足を置い

てこれからまた続けていっていただきたいと思います。 

よろしいですか。 

事業者 はい。 

久塚会長 予定された時間にほぼなりましたので、それぞれの方、この時間で終わりだ

と思います。 

本日はどうもありがとうございました。 

事業者 ありがとうございました。 
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（特定非営利活動法人団塊のノーブレス・オブリージュ・産業振興課担当職員退席） 

 

 久塚会長 担当課と団体に来てもらいましたけれども、最初にどっちというようなこと

よりも二つ一緒でもいいと思うのですけれども、そうしないと片一方のほうが時間が来た

ときに切れてしまう可能性があるので発言、あるいは話題で出すときにどっちの団体なの

ですがとかいう、これは両方、この協働事業提案度に関係しているのですがとかいうこと

で発言をしてもらえれば助かります。 

どなたでも、では伊藤さん。 

伊藤委員 両方ですが、まだ始まったばかりにしてはよくやっていると思います。 

今までだったら結構先ほど言っていたように始まる時期がおくれているから何もない中

でやっているじゃない。今のはたたき台ができているじゃない。だから、ある程度そこを

今後どうしてほしいということでたたけるから一番いいのだ、これ。 

久塚会長 伊藤さんは来年違うことを言うかもしれない。やっぱりスタートを早く。 

伊藤委員 早いとやっぱりいいじゃないの。だから、こういうふうなスタートだと。 

関口委員 本来こうあるべきだったのです。 

宇都木委員 事業内容にもよるよね。こういうスポーツみたいなところは会場を決めて

募集すればある一定の数集まる。だけど、本当に一生懸命やらなかったらどうにもならな

いというのがホームページだ。だから、ホームページをつくることが目的化してしまって。 

やっぱりそのこと自身が目的になって、もうもう行き詰まってしまうとそうなりかねな

いのだ、こういうのは技術論でやってしまうから。 

だから、本来の目的を忘れてしまって。 

伊藤委員 危惧すると、例えば中井あたりでも持っていき方として、林芙美子のところ

があるからとか、そういう地域の情報を載せていく。それと今度はその商店街と、商店街

をずっと歩いていくと、半分ぐらいのところに林芙美子の資料館がありますとか。そうい

うふうになっていくと今度は商店街のことになるのか、地域のことになるのか。だから、

地域のことや何かをどれだけ盛り込んでいくかという。それを最初のところにこの地域は

こういう地域で成り立ちだとか入れていくだとかいっぱい出てきたのだ。 

衣川委員 あるところはいいのですけれども。いまいちやる気がないところだと活性化

しようにも。なかなか入り込んでいただくことが難しくなってくると思う。 
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伊藤委員 そこら辺をどうするか、課題として。そこを区のほうもどういうふうにとら

えるかだよね、こういう強弱をつけて最初から見ていくのか。 

加賀美委員 はっきり言うと商店街の活性化というのは、区としてもいろいろやってい

るのです。いろんな補助金も出すし、初夏の大商業まつりもそう、今やっている新宿応援

セールもそうです。あと商店会サポーターというのもつくって、それで商店に行って相談

に乗ってアドバイスをする。今回やっているホームページなんて、もう商店街の活性化一

つのツールとして協働事業でやっていますけれども、いろんなものを組み合わせをしてト

ータル的に商店街を活性化していこうという。これだけというものではないのです。 

さらに言わせてもらうと、私なんかは商店街の人たちが本当に自分たちの商店街をもう

にぎやかにしていきたいという気持ちがあるところはいいのだけれども、そうでないとこ

ろがやはりあるのです、いろんなところで。そういうところまでははっきり言うと商店街

なんか活性化しない、福祉施策ではないので淘汰されてもしょうがないと思っているので

す。 

ただ、自然の成り行きに任せて淘汰させるのではなくて、少しでもやる気があるところ、

あるいはどうやったらその活性化できるのかなと悩んでいる、悶々と悩んでいるところに

対しては行政が手を差し伸べると。それはやっぱり基本的なスタンスです。 

だから、金を幾らつぎ込むのがいいというものではない、税金をつぎ込む話ですから。

この夏、その商店街の実態調査をやったのです。空き店舗の調査をやったり、商店会長に

インタビューしたり、そこに消費動向調査というのもやって、そこに区民がどういう消費

傾向にあるのかというのを考えながら。もうそういうのをいろいろ調査しながら、いろん

な施策を組み合わせしながら商店街の活性化というのを図っている。 

伊藤委員 その段階でもうある程度俯瞰ではないけれども、自分の頭の中ではランクづ

けというのができてしまうよね。 

関口委員 ここで今、電話帳と書いてありましたけれども、だからあえてこのプラット

フォームができればさまざまな評価の軸とか、さっきのペットとか子連れとか、それが評

価しやすくなるじゃないですか、とにかくデータベースに入っているわけだから、全部。 

そこはもう本当に１軒１軒ちゃんと回って足で稼いでいて、講習会までやってくれると、

これ。すごいなと思いましたけれども。 

井下委員 一ついいですか。前のほうの団体で気になっていることが、少しきれい過ぎ

るのです、私の感じたのが。 
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あの団体そのものが汗をかいているというふうに私は見えなかった、というのは手づく

り感がないのです。当初あの団体を選定したときは、いわゆる地域でスポーツ推進員だっ

たとか何とかという非常に地域密着型であるというのがまだ印象に残っているのです。そ

れがどうも既製品っぽい感じを受けているのです。自己満足的だというような団体なので

す。それは去年の団体もそうだったと思うので、評価ということになると私は書こうと思

いますけれども、もっと手づくり感といいましょうか、もっと地域密着といったような視

点を次年度以降、指導者、保護者を対象にするという話も含めて感じを持ちました。 

関口委員 でも、個性なのでそれぞれにそれぞれでいいのではないですか。ボランティ

ア感あふれるイベントも私はいいと思います。そういうのに引かれる人もいれば、ある程

度洗練されたイベントのほうが集客できるという面もあると思うのです。 

井下委員 少し気になったのは、そのつながりとか出ましたが、日常化するみたいな、

月に１回では限度があります、毎週の話でないと。 

宇都木委員 結局地域社会の受け皿づくりが一緒に進んでいかないからイベントで終わ

ってしまうのです。 

伊藤委員 さっきの言っている中で出てきたように、来た人をどういうやって組織化ま

ではいかないとしても、その人たちが、来た人たちが、１年ではなくて２年、３年ではな

くて、その後もスポーツをこの新宿の地区でやっていくためにはどうしていくのというと

ころでいろいろさっき出てきて、親も入っていかないといけないし、地域も一緒になって

いけないしという、そこら辺を課題として投げかけたのだ。 

久塚会長 僕も基本的にそれでいいのだけれども、関口さんの話を聞いて納得するとこ

ろがあるのは、１回だけでもいいじゃないという話にはならないのですか。別に連続して

何回も来なくても。 

関口委員 それに関係するのは、８，０００人分の８００人という目標設定に対してリ

ピーターが多いほうがいいのか、少ないほうがいいのかというのがありますよね。つなが

りを求めるのであればリピーターが多いほうがいいし、いろんな子に単発の体験でもいい

からスポーツのよさを体験させようというのならリピーターは少ないほうがいいですよね。 

久塚会長 あの８００人というのは８００人ということになるのだけれども、みんなに

必ず２回来てねと言うのだと人数は４００人になってしまいますよね。だから、やっぱり

プログラムとしては単発オーケーなのと、５回連続でやりますから５回とも来てください

みたいなのを組み合わせないと何か難しいのだろうなと。 
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宇都木委員 サッカー教室をやりますと言ったら、やっぱりサッカー教室に来た人は次

もまた行こう、次も行こうとなるようなそういうものでないと教室ではないよね、体験だ

よ。 

渡邊委員 だけれども、その連続性だけを見てしまうと、参加しにくくなる人もいると

思うのです。だから両方がいいと思います。 

伊藤委員 ただ、ここに前提条件としてないのだけれども、この採択のときも言ったの

だけれども健常者だけではないのだ、スポーツとは。そこをそろそろ取り入れていっても

らわないと、今後。 

加賀美委員 スポーツ環境整備方針というのをつくっていまして、そこでスポーツとい

うのは伊藤さんがおっしゃったように限定的ではなくて、本当に軽く体を動かす、例えば

体操なんかもスポーツ。スポーツ環境整備方針の中ではそれぞれの年代、ステージに応じ

て気軽に運動が楽しめる、そういう環境を整備していくのが目標なのです。 

ですから、トップアスリート養成というのは一つあるかもしれないですけれども、それ

だけではなくて、健常者も障害者も、いろんな年代の方も気軽に楽しめるような、何かそ

ういう。 

久塚会長 行くのがまず面倒くさくて、行って楽しむような心持ちになるまで時間がか

かるのです、仕掛けが。自分が好きなのはうきうきして出かけていくけれどもという感じ

で、親も子供もどちらかというと後ろ向きな人が渋々出てきて何かこう行くというのは、

自分を楽しむ自分に持っていくまですごい時間が、エネルギーがかかる。 

関口委員 でも、ある程度強制力を持って参加させるのだったら学校教育でやらないと

だめだと思うのですけれども。自主的な参加を前提にする以上、今のイベントはもうしょ

うがないです。 

針谷委員 スポーツのほうで言うと、やっぱり皆さんおっしゃっているように初めて参

加される人を中心にしているのか、もっとうまくなりたいなという子を中心にしているの

か。参加するほうもそのレベルによってこれではおもしろくないやとか、これでおもしろ

いとかいうのはやっぱり難しいなと。ことしいろいろやって、半年間過ぎてきているので、

今度の３回は同じメニューですとなっているのは少しどうなのかなとは思いますけれども、

いろいろと試行錯誤してもらいながら、すそ野を広げていくという意味ではいろんなこと

を仕掛けていくのがいいのかなと思っているので、スポーツ関連もこれ一つではなくて、

今もいろいろいろんな話が出ていましたけれども、いろんなこともやっているので、一つ
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あれがふえたというふうな理解でいくのがいいのかなと思っています。 

久塚会長 では、事務局、ここでとめますので、よろしいですか。あと連絡事項等あり

ましたらよろしくお願いします。 

事務局 それでは、評価書につきましては本日メールでも書式のデータをお送りします

ので、来週の水曜日、２１日までに期間が短くて申しわけないのですけれどもご提出いた

だきたいと思います。次回は１０月２８日の第６回評価会になります。 

久塚会長 そこで皆さん方から送ってもらったＡ、Ｂ、Ｃというか、点数のそこのとこ

ろを固める結論を得ます。そして、文章で送ってこられたものについてまとめていくとい

う作業が２８日という理解でよろしいですか。 

事務局 はい。 

久塚会長 では、本日はどうもありがとうございました。 

事務局 ありがとうございました。 

―― 了 ―― 


